




1.患者血清免疫複合体からの抗体部分の単離とそれに対応する抗原の同定 

MCLS の血清中には高頻度に免疫複合体が証明され,数週にわたって存続している。この免

疫複合体がいかなる抗原とそれに対する抗体とによって構成されているのかは不明である

が,それを明らかにすることは本症の病因を探る手掛りを与えてくれる可能性がある。従来

,Raji 細胞に免疫複合体を結合させ,その抗原部分を予想される抗原に対する螢光抗体を

用いて染色するという方法を用いて検討したが,溶連菌抗原,リケッチア抗原を検出するこ

とはできなかった。また,抗原部分がウイルス粒子であるといった有形成分である可能性を

考えて,免疫複合体を結合させた Raji細胞を電子顕微鏡で観察するという方法も行ったが

有形物を認めることはできなかった。そこで今回,血清中より免疫複合体を単離し更にその

免疫複合体から抗体部分を単離して,その抗体がいかなる抗原と反応するかを探るという

方法を用いて抗原部分の同定を計ることとした。 


